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オープンイノベーション創出事業 　産学官連携セミナー

アカデミアの
医工連携の試み



アカデミアでの “医工連携” は “イノベーション” という言葉と共に益々

注目されてきているが、健康長寿延伸を目指して、医療機関にいる時

のみならず PHR（Personal Health Record) の活用をする時代が到

来し、個人が自分の健康情報を把握・管理が可能なデジタルヘルス

の時代の到来で、新たなイノベーションの創出が期待されている。

デジタルヘルス領域での医工連携には、研究のコンセプト化、研究

倫理申請、臨床研究の実施、データ管理、解析（従来型の疫学的ア

プローチ、機械学習・深層学習等）による個別化評価・フィードバッ

クのアルゴリズムの開発、それらの研究成果を反映できる知財、出口

戦略の検討などのために、エンジニア・医師・保健師・データサイエ

ンティスト、生物統計家、疫学者などの各エキスパートが適所に各々

の専門性を発揮してチームを組むことが求められる。特に医工連携が

可能な柔軟な体制で研究開発を行うことにより、従来の医療での応用

のみならず、健康経営・ウェルビーイングなど一般社会でのヘルスケ

アにも還元することができる基盤技術の創生を目指すことができる。

この度、「メタボリックシンドローム」、「睡眠」、「健康長寿」の３領域

で行ってきたデジタルヘルス研究開発事例を紹介する。また、アカデ

ミアのサポートにより設立された大学内スタートアップへの展開につい

ても紹介を行う。

～健康状態の可視化を通して～

［総合受付における施設利用申込対応時間］月～土曜日（祝日も開館）9:00 ～ 21:00まで／日曜日9:00 ～ 16:30まで
港区立産業振興センター指定管理者：みなと・キャンパス・リログループ

港区立産業振興センター　総合受付  TEL.03-6435-0601  https://minato-sansin.com/

お申込
方法

右記二次元コード、または港区立産業振興センター
HPのビジネスサポートファクトリー【イベントページ】
からお申込みいただけます。 
※要・事前申し込み

［主 催］港区立産業振興センター指定管理者：みなと・キャンパス・リログループ
　　　　事業担当：株式会社キャンパスクリエイト

［お問い合わせ先］港区立産業振興センター � 階　総合受付：TEL.��-����-����

三田口［西口］

産業振興センター
（札の辻スクエア）

国道15号

東京方面
田町駅

A3出口

A4出口
地下鉄三田駅

品川方面

●  JR 田町駅三田口（西口）から 徒歩 � 分
●  都営三田線・浅草線三田駅 A� 出口から 徒歩 � 分
　 または、A４出口から徒歩 � 分

アクセス

開催日時 3.102025.

M
on

（開場  13:30~）
14:00~15:30

MAP

（東京都港区芝5-36-4）
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